Page 3, , Select Lesson 7 評価規準 

Select Lesson 7Talking on a Cell Phone
①聞くこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・電話をかけ、答える相手と積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲を示している。

（コミュニケーションの継続）

・「聞いている」という意思表示を視線、表情、ジェスチャーなどで示すことができる。

・きかれた質問に対して、答えを準備したり、聞き返したり、間を置く表現を使ったりして適切に反応しようとしている。

●表現の能力
●理解の能力
（正確な聞き取り）

・May, Can, What などで始まる疑問文を聞いて、その内容を正確に理解することができる。

・Checkで聞いた質問の意味を正しく理解している。

・LISTENINGで使用されている電話の受け答えの表現をきいて内容を正しく理解できる。

・Challenge!! （オプション）のACTIVITIES(2)を聞いて、内容を正しく理解している。

（適切な聞き取り）

・Hi, という表現を聞いて、適切に反応することができる。

・May を使った、相手がいま話せるかたずねる表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

・Sorry, ~を使った「話せない」という回答とその理由を言う表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

・Can を使った相手が時間通りに来られるかをたずねる表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

・時間通りに来られる、または遅れるという表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。
・相手がemailを読んだかどうかたずねる完了形を使った表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。
・emailを読んだかどうかを答える完了形を使った表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。
・getting on、miss a good scene、cooking dinner、eating、call you back、call me again、email you later、turn off my cell phoneという表現を聞いて、内容を適切に理解することができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・電話の表現で、強く発音するところやイントネーションを知っている。

・相手がいま話せるかたずねる表現を知っている。

・Sorry, ~を使った「話せない」という回答とその理由を言う表現を知っている。

・Can を使った相手が時間通りに来られるかをたずねる表現を知っている。

・時間通りに来られる、または遅れるという表現を知っている。

・相手がemailを読んだかどうかたずねる完了形を使った表現を知っている。

・emailを読んだかどうかを答える完了形を使った表現を知っている。

（文化についての理解）
・携帯電話を使うときは、マナーが重要であることを知っている。
・「私です」と答えるときにはThis is he(she)と言うことを知っている。
・携帯電話の電子メールには遅延がよくあり、また電源を切っていた場合は受信がおくれるばあいがあることを知っている。
②対話すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・電話に関する情報を相手に伝えようとする意思を示している。

・教科書p. 104に掲載されているような相槌表現を使って、相手の発言に反応し、関心を示す。

（コミュニケーションの継続）

・教科書p.52のSPEAKING活動やp.53のROLE PLAY 活動で、相手がうまく言えないときや相手が正確に聞くことができないときでも、別の表現を使うなど工夫して対話を継続しようとしている。

●表現の能力

（正確な対話）

・Have you read my email?という疑問文と、Yes, I have.の表現で、強く発音するところやイントネーションを正しく発音することができる。

・電話をかけ、相手が今話せるかたずね、また待ち合わせの時間に来られるか、emailを読んだかなどを正しい表現を使ってたずね、答えることができる。

（適切な対話）　

・自分の状態によって、miss a good sceneやcooking dinnerなど話せない理由を示す表現を使い分けたり、call you back、call me again、email you laterなどの今後の行動を示す表現を使ったりするなど、場面によって適切な電話の応対をすることができる。

・SPEAKINGでは、最も適切だと思われる語句を選んで、場面に応じて文を変えて表現することができる。

●理解の能力、
（正確な対話）

・携帯電話での対話表現（Key Expressions）を正確に理解している。

（適切な対話）

・自然な口調で話された電話での会話表現が正しく理解できる。

・きかれたことに対して、素早く適切に必要なことを相手に知らせることができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

携帯電話での対話表現（Key Expressions）に関する文法（POINTS）とイントネーション（SOUNDS）を正確に理解している。

・「既に～した」などの表現には完了形を用いることを知っている。
（文化についての理解）

③話すこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・教科書p. 50のSPEAKING活動やp. 51のROLE PLAY 活動で、積極的にクラスメートに質問したり、答えたりしている。

（コミュニケーションの継続）

・うまく言えない表現があっても、知っている単語や語句を使ったり、ジェスチャーを用いたりして発話を継続する工夫をしている。
●表現の能力

（正確な発話）

・Hi, という表現を使って、適切に話すことができる。

・May を使った、相手がいま話せるかたずねる表現を使うことができる。
・Sorry, ~を使った「話せない」という回答とその理由を言う表現を使うことができる。
・Can を使った相手が時間通りに来られるかをたずねる表現を使うことができる。
・時間通りに来られる、または遅れるという表現を使うことができる。
・相手がemailを読んだかどうかたずねる完了形を使った表現を使うことができる。
・emailを読んだかどうかを答える完了形を使った表現を使うことができる。
・getting on、miss a good scene、cooking dinner、eating、call you back、call me again、email you later、turn off my cell phoneという表現を使うことができる。
（適切な発話）

・大きな声ではっきりと発話することができる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・電話の表現で、強く発音するところやイントネーションを知っている。

・相手がいま話せるかたずねる表現を知っている。

・Sorry, ~を使った「話せない」という回答とその理由を言う表現を知っている。

・Can を使った相手が時間通りに来られるかをたずねる表現を知っている。

・時間通りに来られる、または遅れるという表現を知っている。

・相手がemailを読んだかどうかたずねる完了形を使った表現を知っている。

・emailを読んだかどうかを答える完了形を使った表現を知っている。

（文化についての理解）

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
④口頭で発表すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・間違うことを恐れず積極的に人前で発表している。

・教科書pp. 50～51の活動を充分に練習し、スムーズに発表できるように主体的に取り組んでいる。

・電話の応答の表現を、正しくわかりやすく伝えようとしている。

（コミュニケーションの継続）

・発表の途中で詰まったときや、うまく言えない表現があったとき、知っている語句やジェスチャーを用いて発表を継続する工夫をしている。

●表現の能力

（正確な発表）

・このレッスンで学習した携帯電話の表現を用いて、相手が話せるかどうかや、待ち合わせに間に合うか、eメールを読んだかのたずね方、答え方をクラス全員に示すことができる。

（適切な発表）

・クラス全体を見渡しながら、大きな声ではっきりと、普段の対話よりややゆっくり発表できる。

●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・普段の対話の時より、はっきりと発音すること、ややゆっくり発話することを知っている。

（文化についての理解）

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
